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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月15日(2017.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池の状態を監視する監視部と、
　自身への電力供給が遮断されると、前記電池から負荷への電力供給を遮断する第１の遮
断部と、
　前記第１の遮断部へ電力を供給する電源部から前記第１の遮断部への電力供給を遮断す
る第２の遮断部と、
　を備え、
　前記監視部は、前記電池から前記負荷への電力供給が遮断されるように前記監視部と前
記第１の遮断部との間の通信線を介して前記第１の遮断部の動作を制御するとともに、前
記第１の遮断部への電力供給が遮断されるように前記第２の遮断部の動作を制御する
　ことを特徴とする電池監視装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電池監視装置であって、
　前記監視部への電力供給を遮断する第３の遮断部と、
　前記第３の遮断部の動作を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記電池から前記負荷への電力供給を遮断させる旨を示す電力遮断指示
を前記監視部へ送信しても前記負荷への電力供給が遮断されないとき、前記監視部への電
力供給が遮断されるように前記第３の遮断部の動作を制御する
　ことを特徴とする電池監視装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の電池監視装置であって、
　前記監視部への電力供給を遮断する第３の遮断部と、
　前記第３の遮断部の動作を制御する制御部と、
　を備え、
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　前記監視部は、前記電池の状態を示す状態情報を前記制御部へ送信し、
　前記制御部は、前記状態情報を受信できないとき、前記監視部への電力供給が遮断され
るように前記第３の遮断部の動作を制御する
　ことを特徴とする電池監視装置。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　電源部２３１は、例えば、ＤＣ／ＤＣコンバータなどにより構成され、電池２１から供
給される電力を用いて、遮断部２２の駆動回路２２３へ電力を供給する。
　遮断部２３２は、例えば、トランジスタ又は機械式リレーなどにより構成され、電池２
１と電源部２３１との間に設けられている。また、遮断部２３２は、電池２１と電源部２
３１とを電気的に接続したり切断したりする。遮断部２３２により電池２１と電源部２３
１とが電気的に接続されると、駆動回路２２３へ電力が供給され、遮断部２３２により電
池２１と電源部２３１とが電気的に切断されると、駆動回路２２３への電力供給が遮断さ
れる。なお、遮断部２３２は、電源部２３１と遮断部２２との間に設けられてもよい。
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